
18・〒９９９-５４０２ 山形県最上郡金山町大字金山３２４番地１
・ＴＥＬ ０２３３-５２-２１１１（内線 ３００）ＦＡＸ ０２３３-５２-２００４発行  山形県最上郡金山町議会

｢金山町議会だより｣は再生紙と､環境に
やさしい植物油インキを使用しています。

金山町議会だより  第１１６号

金
山
町
議
会
だ
よ
り
1
1
6
号

【 平成３１年２月１日発行 】

発
行
責
任
者

■
議
会
議
長

　柴 

田 

清 

正

議
会
広
報
常
任
委
員
会

■
委
員
長

　
　沼 

澤 

道 

也

■
副
委
員
長

　中 

村 

忠 

行

■
委

　員

　
　髙 

橋 

芳 

夫

　
　
　
　
　
　高 

橋 

浩 

樹

　
　
　
　
　
　早 

坂 

憲 

明

　
今
年
は
、
天
皇
譲
位
の
年
で
あ
り
、

１０
月
に
は
消
費
税
増
税
、
幼
児
教
育

は
無
償
化
に
な
り
、
社
会
の
仕
組
み

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
地
方
は
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
が
加
速
し
、
多
く
の
方
に
影

響
が
現
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
、
新
南
金
山
校
の
７０
周
年
講

演
会
が
日
本
総
研
の
藻
谷
氏
を
お
招

き
し
て
開
催
さ
れ
、
地
方
に
は
首
都

圏
に
な
い
発
展
の
可
能
性
が
あ
り
、

地
方
の
魅
力
の
再
認
識
に
よ
り
「
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
地
方
で
生
き
る
」

に
つ
な
が
る
と
あ
っ
た
。

　
町
で
は
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
基

本
構
想
」
に
よ
り
、「
人
口
減
少
対

策
や
高
齢
者
福
祉
対
策
を
強
力
に
実

行
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
が
、
今

後
の
財
源
確
保
を
含
め
た
政
策
評
価

を
注
視
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
（
文
責
　
中
村
　
忠
行
）

●
「
請
願（
陳
情
）」
に
つ
い
て

№9

　私たち連合婦人会は、今年度２１３名の会員で

活動しています。

　年々空洞化し、減少する会員の皆さんの想いを

受けながらも、増員を思い描き、声掛け活動をさ

せていただいている状況です。

　婦人会の主な活動は、蔵のお茶接待、みすぎ荘

ボランティア、福寿会手伝い、議会傍聴、議員と

語る会、フリーマーケット、女性団体連絡協議会

の絆づくり事業、産業まつり手伝い、「家庭の

日」運動推進大会など、多方面にわたり皆さんに

ご協力いただいております。

　中でも議会傍聴は、２人～７人程とばらつきは

ありますが、毎回交代で傍聴させていただいてお

ります。

　難しい議案もありますが、興味深いことや進捗

状況など大変勉強になっています。

　また、１１月に開催される「議員と語る会」で

は、女性の視点で町政への要望や意見交換をさせ

ていただき、大変活発で有意義な語る会となって

おります。

　そのおかげで、町政や議会に対する関心・考え

が深くなったのではないでしょうか。

　議員の皆さまには、お忙しい中ご協力をいただ

き感謝申し上げます。

　これからも、議員と女性の関わりの一端となる、

女性らしい女性ならではの活動をしてまいります

ので、よろしくお願いします。

ギ
イ
ン
コ
ラ
ム

町民の皆様の傍聴をお待ちしています

議
会
豆
知
識
№15

３月議会定例会は３月７日（木）～１４日（木）の予定です

ギ
イ
ン
コ
ラ
ム

ギ
イ
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ム

　憲
法
で
は
、「
何
人
も
平
穏
に

請
願
す
る
権
利
を
有
す
」
と
規
定

し
、
請
願
を
権
利
と
し
て
保
障
し

て
い
る
。

　請
願
は
２
人
以
上
の
議
員
紹
介

が
必
要
で
、
紹
介
と
は
内
容
に
賛

意
を
表
し
、
町
議
会
へ
の
橋
渡
し

を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
請
願
書
に

は
、「
趣
旨
」
、「
提
出
年
月
日
」
、

「
請
願
者
の
住
所
及
び
氏
名
」
の

記
載
と
押
印
が
必
要
。

　請
願
書
は
整
っ
て
い
る
限
り
、

内
容
を
問
わ
ず
受
理
さ
れ
る
が
、

結
果
は
「
採
択
」
、「
不
採
択
」
に

分
れ
、
時
に
「
趣
旨
採
択
」
な
ど

も
あ
る
。「
願
意
が
妥
当
か
」
、

「
実
現
性
が
あ
る
か
」
、「
町
の
権

限
、
町
議
会
の
議
決
事
項
に
属
す

る
か
」
な
ど
が
、
判
断
基
準
と
さ

れ
る
。

　社
会
の
福
祉
と
利
益
に
関
連
し
、

住
民
の
関
心
が
高
い
も
の
は
、
国

政
に
関
わ
る
も
の
で
も
請
願
を
受

理
し
、
採
択
し
た
際
は
、
意
見
書

を
議
決
し
て
国
な
ど
に
提
出
す
る
。

　紹
介
議
員
の
必
要
が
な
い
の
が

「
陳
情
」
で
あ
り
、
法
的
保
護
は

な
い
。
名
称
も
、
嘆
願
書
・
要
望

書
・
要
請
書
な
ど
あ
り
、
議
長
が

認
め
れ
ば
、
請
願
書
の
例
に
よ
り

処
理
さ
れ
る
。

　い
ず
れ
も
、
年
４
回
の
定
例
会

で
審
査
さ
れ
る
た
め
、
早
め
に
事

務
局
に
ご
相
談
願
い
た
い
。

も 

た
に

星  川  恵  子 さん
　　　　 （漆野  ６１歳）

「女性の視点で活動」

金山町連合婦人会会長

町民の声

議員と語る会で挨拶


